


























































































































































































学の場合には開校 4 ～ 6 年程度の期間をあけて申
請。 会員大学の場合には長くて 5 ～ 10 年。 短くて















































































































との関連や，評価結果から「21 世紀 COE プログ
ラム」の実施などが行われている。






































109 条第 2 項に規定する認定評価を受けたものと
なり，同時に基準協会の会員となる。
大学評価実施プロセス
①大学における自己点検 ・ 評価 （基準協会の評価
実施の前年度）
評価を希望する大学は， 大学基準協会に申請を行
う。 申請は完成年度経過後さらに 1 年を経た大学が
条件。
②自己点検 ・ 評価の結果を 「点検 ・ 評価報告書」
としてまとめ， 他の書類と共に提出 （提出期限は評
価実施の年の 4 月 1 日）
申請のあった大学を評価するために， 20 名からなる
98
大学評価委員会が設置される。 委員の内 10 名は
会員大学から推薦， 5 名は理事会が推薦する外部
の有識者から， 残り 5 名は理事会の推薦者でこれら






③書面評価 （実施年度の 5 月から 9 月）
大学は点検 ・ 評価報告書と他の資料を協会に提出
する。
④実地評価 （評価実施年度の 9 月から 10 月）
書面評価及び実施評価の結果， 大学評価結果 （分
科会案） を作成し， その案には 「是正勧告」， 「改
善課題」， 又は 「長所」 及び 「評定」 を付けること
ができる。 そして大学評価結果（分科会案）には，「適
合」 もしくは 「不適合」 の判定，又は 「判定の保留」
を記載する。 大学評価委員会委員長は結果の原案
について大学から意見を聴取する。





⑥意見申立 （評価実施年度の 1 月）














機関は， 保留されていた期間を合わせて 7 年とする。
⑧追評価改善報告書の作成提出 （評価結果の受領










⑨再度大学の自己点検 ・ 評価 （評価実施から 7 年
経過した 4 月 1 日）
⑩適合と認められた大学には， 認定証が公布され，
ホームページや印刷物などに自由に使用することがで



















それでも 2019 年 9 月に東京医科大学の入試の
不正に対して，大学基準協会が 2017（平成 29）
年度大学評価結果の「適合」判定を取り消し，「不




































第百九条 大学は， その教育研究水準の向上に資するため， 文部科学大臣の定めるところにより， 当該大学の教育及び
研究， 組織及び運営並びに施設及び設備 （次項において 「教育研究等」 という。） の状況について自ら点検及び評価を
行い， その結果を公表するものとする。
2 大学は， 前項の措置に加え， 当該大学の教育研究等の総合的な状況について， 政令で定める期間ごとに， 文部科学




第 1 条 （目的） 公益財団法人大学基準協会が， 公益財団法人大学基準協会定款に基づいて行う大学の教育研究活
動等に関する第三者評価のうち， 大学 （短期大学を除く。） に関する評価について定める。
第 2 条 （定義） この規程において大学評価とは， 完成年度経過後さらに 1 年以上を経た大学で， 本協会の大学評価を
受けることを希望する大学を評価し， 本協会の大学基準に適合していると認定するか否かについて判定することをいう。 2
この規程に定める大学評価を受けた大学は， 学校教育法第 109 条第 2 項に規定する認証評価を受けたものとする。
第 4 条 適合の判定を受けた大学の認定期間は 7 年間とする
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大学評価委員会
第 7 条 大学評価を行うために， 定款第 33 条第 1 項の規定に基づき， 大学評価委員会を設置する。
第 8 条 大学評価委員会は， 20 名の委員で構成する。 2 前項の委員のうち 10 名については， 正会員である大学がその
大学から推薦する１名ずつの候補者について理事会で選出し， 会長が委嘱する。
第 13 条 大学評価委員会は， 大学評価分科会及び大学財務評価分科会を設置する。 2 大学評価分科会及び大学財
務評価分科会の委員は， 大学評価委員会の委員及びその他の委員によって構成する。 3 大学評価分科会及び大学財
務評価分科会の委員は， 大学評価委員会の候補者指名に基づき， 会長が委嘱する。
大学評価手続き
第 15 条 大学評価は， 別に定める点検 ・ 評価項目に基づいて大学が作成する点検 ・ 評価報告書その他の資料の評価
及び実地調査を通じて行う。
第 16 条 大学は， 指定の期日までに， 大学評価申請書を会長宛に提出するとともに， 前条に定める資料を， 指定の期
日までに， 本協会に提出しなければならない。
評価結果の作成
第 22 条 前条に定める評価の結果に基づき， 大学評価分科会及び大学財務評価分科会のもとで大学評価結果 （分科
会案） を作成する。 2 大学評価結果 （分科会案） に， 「是正勧告」， 「改善課題」 又は 「長所」 及び 「評定」 を付す
ことができる。 3 大学評価結果 （分科会案） には， 大学基準に適合若しくは不適合の判定又は判定の保留を記載しなけ
ればならない。
結果の通知
第 25 条 会長は， 大学評価結果について理事会の決定を得た後， 速やかにその結果を大学に通知しなければならない。
2 会長は， 大学評価結果を大学評価結果報告書にとりまとめ， 文部科学大臣に報告する。
第 26 条 異議申立審査手続については， 別に定める
第 27 条 大学基準に適合すると認定された大学で， 是正勧告又は改善課題を付された大学は， 指定された期限までに
是正勧告又は改善課題についての改善報告書を提出しなければならない
第 28 条 改善報告書の検討を行うために， 大学評価委員会は， 改善報告書検討分科会を設置する
第 29 条 改善報告書検討分科会は， その検討結果に基づいて， 改善報告書に対する検討結果 （分科会案） を作成す
る
第 30 条 理事会は， 前条第 5 項の検討結果 （案） を尊重しつつ審議し， 改善報告書に対する検討結果を決定する
再評価
第 31 条 大学評価の結果， 判定を保留された大学は， 指定された期限までに， 「是正勧告」 及び 「改善課題」 に対す
る再評価改善報告書を会長宛に提出し， 再評価を受けなければならない。 2 指定された期限までに前項に定める再評価
を受けない場合， その大学は大学基準に適合していないと判定されるものとする
第 32 条 再評価を行うために， 大学評価委員会は， 再評価分科会を設置する
第 33 条 再評価は， 書面評価及び実地調査により評価を行う。 ただし， 書面評価を通じて改善が確認できる場合は， 大
学評価委員会の判断によって実地調査を省略することができる
第 34 条 前条に定める評価の結果に基づき，再評価分科会は，再評価結果 （分科会案） を作成する。 2 再評価結果 （分
科会案） には， 大学基準に適合又は不適合の判定結果を記載しなければならない
第 35 条 理事会は， 前条第 8 項の再評価結果 （案） を尊重しつつ審議し， 再評価結果を決定する
第 36 条 再評価の結果， 大学基準に適合していると認定された大学に対する認定期間は， 判定が保留されていた期間
を含め， 7 年間とする
追評価
第 38 条 大学評価又は再評価の結果， 大学基準に適合していないと判定された大学は， 指定された期限までに不適合
の判断に至った問題事項を対象に追評価を申請することができる
認定証
第 45 条 本協会は， 大学評価， 再評価又は追評価の結果， 大学基準に適合と認定した大学に対して， 認定証を交付
する
附則 1 この規程は， 平成 23 年 4 月 1 日から施行する
